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別記８ 防油堤の細部審査基準 

 

第 1 防油堤の安定に関する審査 

   防油堤の構造基準に基づく安定に関する審査は、第 3に示す「防油堤の安定計算マニュア

ル」により審査すること。 

   なお、土の内部摩擦角（φ）＝30°、土の摩擦係数（μ）＝0.5としたときの防油堤標準

形状例（表 1）に適合するものにあっては、安定に関する審査をしなくてもよいものとする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 防油堤標準形状例（φ＝30°、μ＝0.5のとき） 

   

 

 

 

（参考） 

○内部摩擦角  地盤調査での直接せん断試験等により求められるが、地盤調査がされて

いないときは、基礎底面下 0.5～0.6ｍの間を十分に締め固めることによ

り、φ＝30°とすることができる。 

○摩擦係数   防油堤の基礎底面下の摩擦係数で、当該土の摩擦角（φ）の正接（tan

φ）で与えられるが、通常 0.5 とする。この場合、防油堤基礎底面下の施

工は、次図のとおりとなっていること。 

       図 
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第 2 防油堤の強度に関する審査 

   防油堤の強度に関する審査は、防油堤の構造基準によるほか、次による場合は、強度計算

を要しないものとする。 

 １ 目地 

  ⑴ 防油堤が矩形のものにあっては、その一辺について 20ｍごとに伸縮目地（最低 4 箇所）

を設けること。 

  ⑵ 目地の間隔は、1から 3㎝の範囲とすること。 

  ⑶ 目地部分の施工方法は、例図のとおりとすること。この場合、止液板は、厚さ 0.5㎜以

上の銅板を用い、コンクリートとの定着部分は、150㎜以上とすること。 

   例図 

    

 

 ２ 配筋 

  ⑴ 配筋は、復鉄筋構造であること。 
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  ⑵ 壁体及び基礎の配筋は、次によること（例図参照）。 

   ア 防油堤の基礎及び壁体前面部分に用いる鉄筋は、主筋にあっては 13㎜以上、配力筋

にあっては 9㎜以上のものとし、その配筋間隔は、壁体前面部及び基礎部分の配力筋に

あっては 300㎜以下であること。 

   イ 防油堤壁体背部（タンク側）の主筋の間隔は、表 2に適合しているものとし、配力筋

にあっては、アの配力筋の間隔と同じとすること。 

    例図 1 

     
    例図 2 

     

    表 2 防油堤背面の主筋 

防油堤高さ 

（h２） 

ｍ 

鉄筋種別 

1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 

SR235 
φ=13 

＠=200 

φ=13 

＠=150 

φ=16 

＠=200 

φ=16 

＠=200 

φ=16 

＠=150 

φ=19 

＠=200 

φ=19 

＠=150 

φ=19 

＠=150 
   

SD295A 

295B 
 

φ=13 

＠=200 

φ=13 

＠=150 

φ=13 

＠=150 

φ=16 

＠=200 

φ=16 

＠=200 

φ=16 

＠=150 

φ=19 

＠=200 

φ=19 

＠=200 

φ=19 

＠=150 

φ=19 

＠=150 

   φは、鉄筋の直径（㎜） 

   ＠は、配筋の間隔（㎜） 

   （注）この表の適用は、防油堤基礎の土のかぶりが 0.4ｍ以下の場合に限る。 
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第 3 防油堤計算マニュアル 

   

 １ ΣＷ、Ｌxの算出（防油堤自重と液重量の合計（ΣＷ）及び水平方向重心距離（Ｌx） 

      各部重量                各部重心距離 

       Ｘ    Ｈ２    Ｄ      

  Ｗ１＝2.5×（  ）×｛（  ）＋（  ）｝   

 

       Ｂ     Ｓ           

  Ｗ２＝2.5×（   ）×（   ）      

  

       Ｄ     Ｆ           

  Ｗ３＝1.7×（   ）×（   ）  

      

       Ｄ     Ｌ           

  Ｗ４＝1.7×（   ）×（   ）  

      

       Ｈ３     Ｆ 

  Ｗ５＝1.0×（   ）×（   ） 

 

  各部モーメント 

                   Ｗ１ℓ１ 

  Ｗ１（    ）×ℓ１（    ）＝（     ） 

Ｗ２ℓ２ 

  Ｗ２（    ）×ℓ２（    ）＝（     ） 

Ｗ３ℓ３ 

  Ｗ３（    ）×ℓ３（    ）＝（     ） 

Ｗ４ℓ４ 

  Ｗ４（    ）×ℓ４（    ）＝（     ） 

Ｗ５ℓ３ 

  Ｗ５（    ）×ℓ３（    ）＝（     ） 

     Ｗ１   Ｗ２    Ｗ３    Ｗ４    Ｗ５    ΣＷ 

  ΣＷ＝（  ）＋（  ）＋（  ）＋（  ）＋（  ）＝     ｔ 

    Ｗ１ℓ１   Ｗ２ℓ２   Ｗ３ℓ３   Ｗ４ℓ４   Ｗ５ℓ５      

  ℓＸ＝
(    )＋(    )＋(    )＋(    )＋(    )

ΣＷ        

(       )

 ＝     ｍ 

 

     Ｘ 

ℓ１＝（   ）＋
（     ）

２
 

  Ｂ 

ℓ２＝
（     ）

２
 

  Ｂ     Ｆ 

ℓ３＝（   ）－
（     ）

２
 

  Ｌ 

ℓ４＝
（     ）

２
 

ℓ５＝ℓ３  

Ｌ 

ℓＸ 
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 ２ 水平方向荷重の合力値及び作用位置（基礎底面下からの距離）の算出 

  ⑴ 液圧（Ｐｈ） 

        Ｈ２  

   Ｐｈ＝
１

２
×（   ）２＝     ｔ/ｍ 

               Ｈ２    Ｈ１     Ｘ１  

    作用位置＝Ｘ１＝
１

３
×（   ）＋（   ）＝     ｍ 

  ⑵ 主働土圧（ＰＡ） 

                   Ｈ１     ＰＡ  

   ＰＡ＝
１

２
×0.34×1.7×Ｈ１

２＝0.29×（   ）２＝     ｔ/ｍ 

              Ｈ１    Ｘ２  

     作用位置＝Ｘ２＝
１

３
×（   ）＝     ｍ 

  ⑶ 受働土圧（ＰＳ） 

                   Ｈ１      ＰＳ  

   ＰＳ＝
１

２
×3.0×1.7×Ｈ１

２＝2.55×（   ）２＝     ｔ/ｍ 

    作用位置＝Ｘ２（主働土圧と同じ。） 

  ⑷ 地震時慣性力（Ｐ１Ａ、Ｐ１Ｂ、Ｐ１Ｃ） 

   設計水平震度＝Ｋｈ＝0.15×α×ν１×ν２＝0.15×0.5×1.0×ν２ 

              ν２     Ｋｈ  

         ＝0.075×（   ）＝       

         （ν２は、1.47又は 1.60） 

◎ Ｗ１の部分 

     Ｋｈ     Ｗ１    Ｐ１Ａ  

 Ｐ１Ａ＝（   ）×（   ）＝     ｔ-ｍ 

               Ｓ      Ｈ２   Ｄ    ｈＡ 

  作用位置＝ｈＡ＝（   ）＋ 
(   )＋(   )

２
 ＝     ｍ 

◎ Ｗ２の部分 

     Ｋｈ     Ｗ２    Ｐ１Ｂ  

 Ｐ１Ｂ＝（   ）×（   ）＝     ｔ/ｍ 

              Ｓ      ｈＢ  

       作用位置＝ｈＢ＝
(     )

２
 ＝     ｍ 

◎ Ｗ３の部分 

     Ｋｈ     Ｗ３    Ｐ１Ｃ  

 Ｐ１Ｃ＝（   ）×（   ）＝     ｔ/ｍ 

               Ｓ    Ｄ      ｈＣ  

       作用位置＝ｈＣ＝（   ）
(     )

２
 ＝     ｍ 

  ⑸ 地震時主働土圧（ＰＡＥ） 

          Ｋｈ     ＰＡ    ＰＡＥ  

   ＰＡＥ＝｛1.0＋（   ）｝×（   ）＝     ｔ/ｍ 

    作用位置＝Ｘ２（主働土圧と同じ。） 
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  ⑹ 地震時液圧（ＰＥ） 

        （1.0ｔ/㎥） 

                   Ｋｈ    Ｈ２     ＰＥ  

   ｈＣ＝
７

１２
 Ｋｈ・Ｗ０・Ｈ２

２＝
７

１２
×（   ）×（   ）２＝     ｔ/ｍ 

                     Ｈ２     Ｈ１     Ｘ３  

    作用位置＝Ｘ３＝
２Ｈ 

５
 ＋Ｈ１＋｛0.4×（   ）｝＋（   ）＝     ｍ 

  ⑺ 照査荷重（ＰＮ） 

         Ｈ２    ＰＮ  

   ＰＮ＝2.0×（   ）＝     ｔ/ｍ 

            Ｈ１    Ｈ２     Ｘ４  

    作用位置＝Ｘ４＝（   ）＋
(     )

２
 ＝     ｍ 

 

 ３ 地盤支持力（ｑｄ）の算出 

  ⑴ 内部摩擦角（φ）の決定 

    φ＝（    °） （注）◎ 地盤調査資料に記載されている場合は、その数値 

◎ 地盤調査資料に記載されていない場合は、（Ｎ値から

算出） 

◎ 地盤調査資料が添付されていないときは、基礎底面下

0.5～0.6ｍの間を十分締め固めることを条件に、φ＝

30°とする。 

  ⑵ 係数の決定（ＮＣ、Ｎγ、Ｎｑ） 

   （◎ φ＝30°のとき、ＮＣ＝16.2、Ｎγ＝7.5、Ｎｑ＝10.6） 

      ＮＣ＝（   ）、Ｎγ＝（   ）、Ｎｑ＝（   ） 

  ⑶ 地盤支持力（ｑｄ）の算出 

        （1.7ｔ/ｍ） （1.7ｔ/ｍ） Ｈ１  

 

 

 

 

   ｑｄ＝α・Ｃ・ＮＣ＋β・γ１・Ｂ・Ｎγ＋γ２・Ｄｆ・Ｎｑ 

      Ｃ    ＮＣ       Ｂ    Ｎγ      Ｈ１    Ｈｑ 

     ＝（  ）×（  ）＋0.85×（  ）×（  ）＋1.7×（  ）×（  ） 

      ｑｄ 

     ＝     ｔ/ｍ 

 

 ４ 抵抗水平力（ＰＲ）の算出 

  ＰＲ＝ＰＳ＋ＰＦ＝ＰＳ＋μ×ΣＷ 

     ＰＳ       ΣＷ    ＰＲ 

    ＝（   ）＋0.5×（   ）＝     ｔ/ｍ 

 

 ５ 抵抗モーメント（ＭＲ）の算出 

  ＭＲ＝ΣＷ×ℓＸ＋ＰＳ×
Ｈ 

３
 ＝ΣＷ×ℓＸ＋ＰＳ×Ｘ２ 

     ΣＷ    ℓＸ     ＰＳ     Ｘ２    ＭＲ 

    ＝（   ）×（   ）＋（   ）×（   ）＝     ｔ-ｍ 

２ 

◎ Ｃは、粘着力（φの決定に

あたってＮ値又は締固めを条

件の場合 Ｃ＝0） 

◎ α＝1.0 β＝0.5 

１ 
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 ６ 転倒モーメント（Ｍ０、ＭＥ、ＭＳ）の算出 

  ⑴ 満液時転倒モーメント（Ｍ０） 

   Ｍ０＝Ｐｈ×（Ｈ１＋
Ｈ 

３
 ）×ＰＡ×

Ｈ 

３
 ＝Ｐｈ×Ｘ１＋ＰＡ×Ｘ２ 

      Ｐｈ     Ｘ１     ＰＡ     Ｘ２    Ｍ０ 

     ＝（   ）×（   ）＋（   ）×（   ）＝     ｔ-ｍ 

  ⑵ 地震時転倒モーメント（ＭＥ） 

          Ｘ１      Ｘ２ 

    

   ＭＥ＝Ｐｈ×（Ｈ１＋
Ｈ 

３
 ）＋ＰＡＥ×

Ｈ 

３
 ＋（Ｐ１Ａ×ｈＡ＋Ｐ１Ｂ×ｈＢ＋Ｐ１Ｃ×ｈＣ） 

        Ｘ３ 

 

＋ＰＥ×（
２Ｈ 

５
 ＋Ｈ１）   

      Ｐｈ    Ｘ１    ＰＡＥ   Ｘ２    Ｐ１Ａ   ｈＡ   Ｐ１Ｂ 

     ＝（  ）×（  ）＋（  ）×（  ）＋｛（  ）×（  ）＋（  ） 

       ｈＢ    Ｐ１Ｃ   ｈＣ    ＰＥ    Ｘ３    ＭＥ 

×（  ）＋（  ）×（  ）｝＋（  ）×（  ）＝     ｔ-ｍ 

  ⑶ 照査荷重載荷転倒モーメント（ＭＳ） 

   ＭＳ＝ＰＡ×
Ｈ 

３
 ＋ＰＮ×（Ｈ１＋

Ｈ 

２
 ）＝ＰＡ×Ｘ２＋ＰＮ×Ｘ４ 

       ＰＡ    Ｘ２     ＰＮ     Ｘ４    ＭＳ 

     ＝（   ）×（   ）＋（   ）×（   ）＝     ｔ-ｍ 

 

 ７ 審査 

  ⑴の 1 地盤支持力（満液） 

   ア eの算出 

    ｅ＝
Ｍ 

ΣＷ
 －（ℓＸ－

  

２
 ）＝

Ｍ     

(     )

ΣＷ    

(     )

 －｛（   ）－

Ｂ     

(     )

２
｝=     ｍ 

   イ αの決定 

    
ｅ

Ｂ
 ＝

ｅ     

(     )

Ｂ     

(     )

 ＝  

     ◎ 
ｅ

Ｂ
 ＝      ＜

１

６
 ＝0.166………のとき 

 

        α＝1＋6
ｅ

Ｂ
 ＝1＋6×（   ）＝ 

     ◎ 
ｅ

Ｂ
 ＝      ≧

１

６
 ＝0.166………のとき 

        α＝
  ２  

 ＝
     ２     

ｅ

Ｂ

 ＝ 

          3（
１

２
－ 

ｅ

Ｂ
 ） 3×｛0.5－（  ）｝ 

２ １ 

２ １ 

２ 

１ ２ 

 

０ 

 
ℓＸ 

 

０ 
Ｂ 
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   ウ 接地圧（σｅ）の算出 

    σｅ＝α
ΣＷ

Ｂ
 ＝（   ）×

ΣＷ     

(     )

Ｂ     

(     )

 ＝     ｔ/㎡ 

   エ 審査 

    
ｑｄ

𝜎ｅ
 ＝

ｑｄ    

(     )

σｅ    

(     )

 ＝      ≧ 3   

  ⑴の 2 地盤支持力（地震） 

   ア ｅの算出 

    ｅ＝
Ｍ 

ΣＷ
 －（ℓＸ－

  

２
 ）＝

Ｍ     

(     )

ΣＷ    

(     )

 －｛（   ）－

Ｂ     

(     )

２
｝=     ｍ 

   イ αの決定 

    
ｅ

Ｂ
 ＝

ｅ     

(     )

Ｂ     

(     )

 ＝  

     ◎ 
ｅ

Ｂ
 ＝      ＜

１

６
 ＝0.166………のとき 

 

        α＝1＋6
ｅ

Ｂ
 ＝1＋6×（   ）＝ 

     ◎ 
ｅ

Ｂ
 ＝      ≧

１

６
 ＝0.166………のとき 

        α＝
  ２  

３(
１

２
 −

ｅ

Ｂ
)
 ＝

     ２     

３×{０.５ –
ｅ

Ｂ
（  ）}

 ＝ 

   ウ 接地圧（σｅＥ）の算出 

    σｅＥ＝α
ΣＷ

Ｂ
 ＝（   ）×

ΣＷ     

(     )

Ｂ     

(     )

 ＝     ｔ/㎡ 

   エ 審査 

    
ｑｄ

𝜎ｅ 
 ＝

ｑｄ    

(     )

σｅ    

(     )

 ＝      ≧ 1.5   

  ⑴の 3 地盤支持力（照査） 

   ア ｅの算出 

    ｅ＝
Ｍ 

ΣＷ
 －（ℓＸ－

  

２
 ）＝

Ｍ     

(     )

ΣＷ    

(     )

 －｛（   ）－

Ｂ     

(     )

２
｝=     ｍ 

 

α 

満液 ＯＫ  

ＮＯ  

 

α 

地震 ＯＫ  

ＮＯ  

 

Ｅ 

Ｅ 

Ｂ 
ℓＸ 

 

Ｅ Ｅ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｂ 
ℓＸ 
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   イ αの決定 

    
ｅ

Ｂ
 ＝

ｅ     

(     )

Ｂ     

(     )

 ＝  

     ◎ 
ｅ

Ｂ
 ＝      ＜

１

６
 ＝0.166………のとき 

 

        α＝1＋6
ｅ

Ｂ
 ＝1＋6×（   ）＝ 

     ◎ 
ｅ

Ｂ
 ＝      ≧

１

６
 ＝0.166………のとき 

        α＝
  ２  

３(
１

２
 −

ｅ

Ｂ
)
 ＝

     ２     

３×{０.５ –
ｅ

Ｂ
（  ）}

 ＝ 

   ウ 接地圧（σｅｓ）の算出 

    σｅＳ＝α
ΣＷ

Ｂ
 ＝（   ）×

ΣＷ     

(     )

Ｂ     

(     )

 ＝     ｔ/㎡ 

   エ 審査 

    
ｑｄ

𝜎ｅ 
 ＝

ｑｄ    

(     )

σｅ    

(     )

 ＝      ≧ 1.5   

  ⑵ 抵抗水平力（滑動） 

   ア 満液 

    
Ｐ 

Ｐ  
 ＝

Ｐ 

Ｐ ＋Ｐ 
 ＝

Ｐ     

(     )

Ｐ     Ｐ     

(     )＋(     )

 ＝      ≧1.5 

 

    （滑動水平力） 

   イ 地震 

     
Ｐ 

Ｐ  
 ＝

Ｐ 

Ｐ  ＋Ｐ +(Ｐ  +Ｐ  +Ｐ  )+Ｐ 
  

＝

Ｐ     

(     )

Ｐ     Ｐ     Ｐ     Ｐ     Ｐ     Ｐ     

(     )＋(     )+(     )+(     )+(     )+(     )

  

＝      ≧1.2 

 

   ウ 照査 

    
Ｐ 

Ｐ  
 ＝

Ｐ 

Ｐ ＋Ｐ 
 ＝

Ｐ     

(     )

Ｐ     Ｐ     

(     )＋(     )

 ＝      ≧1.2 

α 

照査 ＯＫ  

ＮＯ  

 
Ｓ Ｓ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｈ０ 

ＯＫ  

ＮＯ  

 

Ｒ 

Ｒ 

Ａ Ａ ｈ ｈ 

ＯＫ  

ＮＯ  

 

Ｒ Ｒ 

Ｒ 

ＨＥ ＡＥ ｈ Ｅ １Ａ １Ｂ １Ｃ 

ＡＥ ｈ １Ａ １Ｂ １Ｃ Ｅ 

Ｒ 

ＨＳ 

ＯＫ  

ＮＯ  

 

Ｒ 

Ｒ 

Ａ Ａ Ｎ Ｎ 
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  ⑶ 抵抗モーメント 

   ア 満液 

    
Ｍ 

Ｍ 
 ＝

Ｍ     

(     )

Ｍ     

(     )

 ＝      ≧1.5 

   イ 地震 

    
Ｍ 

Ｍ 
 ＝

Ｍ     

(     )

Ｍ     

(     )

 ＝      ≧1.2 

   ウ 照査 

    
Ｍ 

Ｍ 
 ＝

Ｍ     

(     )

Ｍ     

(     )

 ＝      ≧1.2 

 

  

Ｒ 

０ 

ＯＫ  

ＮＯ  

 

Ｒ 

０ 

Ｒ 

Ｅ 

ＯＫ  

ＮＯ  

 
Ｅ 

Ｒ 

Ｒ 

Ｓ 

ＯＫ  

ＮＯ  

 
Ｓ 

Ｒ 


